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桂
林
で
の
長
期
滞
在
に
便
利
な
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ホ
テ
ル

中国・桂林は独特の美しい景観を持ち、山水画の世
界を堪能できる「漓江下り」があまりにも有名だ。し
かし、それ以外にも日本であまり知られていない、魅
力的な観光資源がたくさんある。近年はウォーキング
など、体験型のプログラムも整備されてきている。２
～３泊の滞在ではもったいない。少なくとも１週間は

滞在しないと、桂林の本当の魅力は味わえないのでは
ないか。桂林での長期滞在に耐えうる日系のホテルも
０５年にオープン。旅行業者に向けて、同ホテルを利用し
た桂林での長期滞在プランを提案している。桂林の新
旧の観光魅力を紹介するとともに、日系ホテル「フォ
ーチュンコンドミニアムホテル」の概要を紹介しよう。

桂
林
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

毎
年
中
国
人
１
千
万
人
、
外
国
人

１
０
０
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
、
桂

林
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
。

桂
林
郊
外
の
乗
船
場
（
竹
江
）
か

ら
下
流
の
町
、陽
朔
ま
で
の
６０
�
を
、

４
時
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
下
る
（
雨

の
少
な
い
１
〜
２
月
は
２
〜
３
時
間

の
コ
ー
ス
に
な
る
）
。
川
の
両
岸
に

は
自
然
が
作
り
上
げ
た
奇
峰
、
奇
岩

の
造
形
美
が
次
々
と
現
れ
、
移
ろ
い

ゆ
く
景
色
は
見
る
人
を
飽
き
さ
せ
な

い
。有

名
な
景
色
は
、
羊
の
ひ
づ
め
に

似
て
、
切
手
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
な
っ

た
「
楊
堤
山
」
、
岩
肌
に
９
頭
の
馬

の
模
様
が
見
え
る
「
九
馬
画
山
」
、

日
本
で
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
Ｃ
Ｍ
に
使
わ

れ
た
「
黄
布
倒
影
」
、
中
国
の
２０
元

札
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た「
興
坪
」。

外
国
人
用
の
船
は
午
前
９
時
ご
ろ

発
、
終
点
の
陽
朔
に
午
後
１
時
ご
ろ

着
。
繁
忙
期
は
１
日
１
０
０
艘
の
船

が
出
航
す
る
。

川
岸
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
禍
で
一

時
客
足
が
遠
の
い
た
時
に
、
新
た
な

魅
力
付
け
と
し
て
行
っ
た
も
の
。
沿

岸
の
町
、楊
堤
と
興
坪
の
間
２０
�
を
、

５
時
間
か
け
て
歩
く
。
山
紫
水
明
の

景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
健
康
志
向
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

３
つ
の
山
と
２
つ
の
洞
窟

遊
覧
船
で
夜
景
を
楽
し
む

「
三
山
、
二
洞
、
一
条
江
」
（
３

つ
の
山
、
２
つ
の
洞
窟
、
１
つ
の

川
）
。
桂
林
を
代
表
す
る
観
光
地
を

指
す
言
葉
だ
。

三
山
は
象
鼻
山
、伏
波
山
、畳
彩
山

で
、
い
ず
れ
も
市
内
中
心
に
あ
る
小

山
。
象
鼻
山
は
漓
江
と
桃
花
江
の
２

本
の
川
の
合
流
地
点
に
あ
り
、
象
が

鼻
を
伸
ば
し
て
川
の
水
を
飲
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
が
ユ
ニ
ー
ク
。

伏
波
山
は「
矍
鑠
」（
か
く
し
ゃ
く
）

の
言
葉
を
生
ん
だ
後
漢
時
代
の
将
軍

ゆ
か
り
の
小
山
。
畳
彩
山
は
唐
の
時

代
の
仏
像
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

二
洞
は
蘆
笛
岩
と
七
星
岩
。
蘆
笛

岩
は
全
長
２
�
の
桂
林
最
大
の
鍾
乳

洞
。
七
星
岩
は
七
星
公
園
内
に
あ
る

鍾
乳
洞
。
こ
の
公
園
に
は
ラ
ク
ダ
の

形
を
し
た
巨
大
な
ラ
ク
ダ
岩
や
パ
ン

ダ
が
棲
む
動
物
園
も
あ
る
。
公
園
は

米
国
の
ク
リ
ン
ト
ン
前
大
統
領
が
演

説
を
行
っ
た
場
所
と
し
て
も
有
名
。

一
条
江
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
川

下
り
で
世
界
的
に
有
名
な
漓
江
。

郊
外
に
あ
る
尭
山
は
桂
林
で
最
も

高
い
山
で
、標
高
９
０
０
�
。頂
上
ま

で
リ
フ
ト
で
登
れ
、
奇
峰
が
連
な
る

桂
林
の
特
徴
的
な
街
並
を
一
望
す

る
。市

街
地
を
流
れ
る
２
本
の
川
（
漓

江
、
桃
花
江
）
と
４
つ
の
湖
を
結
ぶ

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
０２
年
に
完
成

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
川
と
湖
を
巡

る
夜
の
遊
覧
船
が
観
光
客
向
け
に
運

航
を
始
め
た
。

「
両
江
四
湖
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

遊
覧
船
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

川
岸
、
湖
岸
や
ビ
ル
の
カ
ラ
フ
ル
な

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
眺
め
な
が
ら
の
１

時
間
と
１
時
間
２０
分
コ
ー
ス
。
川
岸

の
舞
台
で
は
美
女
に
よ
る
楽
器
の
演

奏
や
京
劇
の
上
演
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
る
。
水
位
が
違
う
２
本
の
川
を
渡

る
時
、
船
ご
と
リ
フ
ト
で
上
げ
下
げ

さ
れ
る
の
が
面
白
い
。

水墨画の世界が広がる漓江下り

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

ホ
テ
ル
（
幸
運
酒
店
公
寓
）
は
、
桂

林
に
お
け
る
唯
一
の
日
系
ホ
テ
ル

で
、
０５
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
の
名
が
示
す
通
り
、
施
設
は
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
タ
イ
プ
で
、
客
室
は

キ
ッ
チ
ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

な
ど
を
装
備
す
る
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン

仕
様
。
標
準
タ
イ
プ
で
８５
〜
１
３
０

平
方
�
と
、通
常
の
ホ
テ
ル
に
比
べ
、

か
な
り
広
い
。
利
用
者
は
別
荘
感
覚

で
、
快
適
な
ホ
テ
ル
生
活
を
楽
し
め

る
。ホ

テ
ル
は
桂
林
屈
指
の
高
級
住
宅

街
に
位
置
。
桂
林
空
港
か
ら
車
で
４０

分
、
市
内
中
心
ま
で
車
で
１０
分
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
七
星
公
園
へ
は
徒
歩

圏
に
あ
る
。

フ
ロ
ン
ト
と
ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
る
メ
ー
ン
棟（
Ａ
街
区
）と
、

宿
泊
専
用
棟
（
Ｂ
、
Ｃ
街
区
）
に
分

か
れ
る
。
合
計
１４
棟
あ
り
、
各
棟
の

出
入
り
口
は
客
室
の
カ
ー
ド
キ
ー
で

開
錠
す
る
方
式
。

客
室
は
全
１
９
８
室
。
Ａ
街
区
の

客
室
は
最
高
級
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
で
、
主
に
個
人
客
向
け
、
Ｂ
、
Ｃ

街
区
の
客
室
は
ス
ー
ペ
リ
ア
と
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
で
、
主
に
団
体
客

向
け
に
使
用
し
て
い
る
。
客
室
タ
イ

プ
は
部
屋
の
広
さ
や
家
具
に
よ
り
異

な
る
が
、
す
べ
て
が
ス
イ
ー
ト
と
言

っ
て
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
だ
。

日
系
ホ
テ
ル
だ
け
に
、
ソ
フ
ト
の

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
。
特
に

日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
絶
対
の

自
信
を
持
っ
て
い
る
。
今
年
３
月
に

着
任
し
た
中
野
総
支
配
人
を
筆
頭

に
、
ス
タ
ッ
フ
２
０
０
人
の
う
ち
、

日
本
人
は
７
人
。
日
本
語
が
堪
能
な

中
国
人
ス
タ
ッ
フ
も
１０
人
以
上
を
そ

ろ
え
、
フ
ロ
ン
ト
へ
の
問
い
合
わ
せ

は
２４
時
間
、日
本
語
で
対
応
で
き
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
施
設
は
、
中
国
料
理

レ
ス
ト
ラ
ン
、
日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
、
カ
フ
ェ
バ

ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ギ
フ
ト

シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

な
ど
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
食
事
面
で
と
か

く
不
評
の
多
い
桂
林
に
あ
っ
て
、
傑

出
し
た
存
在
だ
。
料
飲
業
界
４０
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
、
中
野
総
支
配
人
が

自
ら
市
場
に
出
向
き
、素
材
を
吟
味
。

山
菜
や
川
魚
な
ど
地
場
の
素
材
や
、

中
国
南
岸
ト
ン
キ
ン
湾
の
海
の
幸
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る
。

日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
は
日
本
で

１８
年
修
業
を
し
た
李
旭
料
理
長
が
腕

を
振
る
う
。
宿
泊
客
の
ほ
か
、
地
元

在
住
の
外
国
人
駐
在
員
、
留
学
生
ら

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

朝
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
本
場
の
中
華

ほ
か
、
ご
飯
、
味
噌
汁
、
焼
き
魚
、

煮
物
な
ど
日
本
食
を
そ
ろ
え
る
。
ル

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
も
日
本
食
を
用
意
し

て
い
る
。

カ
フ
ェ
バ
ー
は
中
国
産
米
酒
、
紹

興
酒
の
ほ
か
、
日
本
酒
、
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
が

そ
ろ
う
。
お
薦
め
は
地
元
の
農
家
が

自
家
用
に
作
っ
た
特
製
い
も
焼
酎

「
夢
幻
龍
」
。
お
つ
ま
み
の
小
鉢
と

と
も
に
、
１
杯
１０
元（
約
１
５
０
円
）

と
手
ご
ろ
な
価
格
で
販
売
し
て
い

る
。

経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
氷
川
丸
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
か
ら
、

２３
歳
の
時
、
東
京
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

に
出
向
し
、
以
来
、
現
在
ま
で
ホ
テ

ル
一
筋
で
す
。
中
国
が
好
き
で
、
北

京
に
語
学
留
学
な
ど
を
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
あ
と
は
上
海
、
桂
林
、

西
安
な
ど
中
国
の
ホ
テ
ル
で
総
支
配

人
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
。９９
年
、

上
海
の
ホ
テ
ル
を
定
年
に
な
っ
て
か

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
テ
ル
の
総
支
配

人
や
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
学
科
長
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
お
話
が
あ

っ
て
、
当
ホ
テ
ル
に
就
職
し
た
わ
け

で
す
。
ア
パ
レ
ル
会
社
へ
の
就
職
も

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
桂
林
の
魅

力
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑

い
）」

桂
林
の
ど
こ
が
魅
力
で
す

か
。「

素
晴
ら
し
い
自
然
、
お
い
し
い

地
元
の
料
理
、
星
空
と
蛍
の
乱
舞
、

そ
し
て
お
い
し
い
お
酒
で
す
。
観
光

客
が
行
か
な
い
農
村
の
風
景
、
小
川

が
流
れ
、
ア
ヒ
ル
が
群
れ
て
い
る
よ

う
な
自
然
の
風
景

。
町
を
出
れ

ば
そ
ん
な
風
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
料
理
は
特
に
地
元
産
の
野
菜
料

理
が
絶
品
。
家
庭
で
お
母
さ
ん
が
作

る
田
舎
料
理
は
、
き
っ
と
ど
こ
の
国

の
人
の
口
に
も
合
い
ま
す
。
さ
つ
ま

い
も
か
ら
作
る
い
も
焼
酎
も
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
逸
品
で
す
」

ホ
テ
ル
の
Ｐ
Ｒ
を
。

「
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
サ

ー
ビ
ス
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
オ

ー
プ
ン
以
来
、
笑
顔
で
の
接
客
を
心

掛
け
て
い
ま
す
し
、
敷
地
が
広
い
だ

け
に
、
清
潔
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
ご
満
足
の
い
く

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
日
本
か
ら
多
く
の
送
客
を
お
願

い
し
ま
す
」

中
野
訓
・
総
支
配
人
に
聞
く

「両江四湖」の遊覧船からの眺め

日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

別
荘
感
覚
で
快
適
な
ホ
テ
ル
生
活

笑
顔
の
接
客
モ
ッ
ト
ー
に

観光客でにぎわう陽朔の西街

中
国
の
�
田
舎
�
を
体
感

イ
カ
ダ
下
り
や
棚
田
観
賞

●
陽
朔
と
そ
の
周
辺

漓
江
下
り
の
終
点
、
陽
朔
も
桂
林

同
様
、
カ
ル
ス
ト
地
形
の
奇
峰
、
奇

岩
が
見
ら
れ
る
風
景
区
だ
。

船
着
場
付
近
は
西
街
と
呼
ば
れ
、

古
代
中
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
や
み
や
げ
店
、
ホ
テ
ル

が
軒
を
連
ね
る
歩
行
者
天
国
の
商
店

街
に
な
っ
て
い
る
。
船
下
り
を
終
え

て
一
服
し
た
り
、
散
策
を
楽
し
む
外

国
人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ヒ
ッ
ト
映
画
「
単
騎
、
千
里
を
走

る
」
の
監
督
、
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
屋
外
水
上
シ

ョ
ー
「
劉
三
姐
」
が
近
年
、
人
気
を

集
め
て
い
る
。
夜
の
上
演
の
た
め
、

こ
の
シ
ョ
ー
を
目
当
て
に
陽
朔
に
宿

泊
す
る
観
光
客
も
多
い
。

漓
江
の
支
流
、
遇
龍
河
で
は
観
光

客
向
け
の
イ
カ
ダ
が
運
航
し
て
い

る
。漓
江
下
り
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
、

の
ど
か
な
船
下
り
を
楽
し
め
る
。

陽
朔
近
郊
の
高
田
は
田
ん
ぼ
が
広

が
る
の
ど
か
な
田
園
地
帯
。
岩
山
の

真
ん
中
に
大
き
な
穴
が
開
い
た
「
月

亮
山
」
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

●
資
源
と
そ
の
周
辺

桂
林
か
ら
車
で
２
時
間
の
資
源

は
、
鉄
や
銅
な
ど
鉱
山
資
源
が
豊
富

な
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
い

わ
れ
る
。

町
を
流
れ
る
資
江
は
近
年
、「
資
江

漂
流
景
区
」と
し
て
漓
江
下
り
同
様
、

船
下
り
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
売
り
出

さ
れ
て
い
る
。
川
岸
に
は
ウ
サ
ギ
、

ラ
ク
ダ
、カ
エ
ル
、象
な
ど
、動
物
に

似
た
奇
岩
が
次
々
と
現
れ
る
。
木
々

の
緑
と
奇
岩
を
眺
め
、
ゆ
っ
た
り
と

船
下
り
を
楽
し
め
る
。
２２
・
５
�
を

航
行
す
る
１
時
間
３０
分
コ
ー
ス
。
川

岸
に
は
少
数
民
族
ミ
ョ
ウ
族
の
村
が

あ
り
、
下
船
場
の
近
く
で
は
少
数
民

族
の
シ
ョ
ー
も
上
演
し
て
い
る
。

八
角
寨
は
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る

ハ
イ
キ
ン
グ
（
山
登
り
）
コ
ー
ス
。

資
源
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
、

典
型
的
な
丹
霞
（
朱
色
）
地
形
。
主

峰
の
海
抜
が
８
１
４
�
。
雲
の
中
に

峰
々
が
浮
か
ん
で
い
る
様
子
か
ら
、

雲
台
山
と
も
言
う
。
峰
は
合
わ
せ
て

８
つ
で
、
八
角
形
に
見
え
る
こ
と
か

ら
八
角
寨
と
名
付
け
ら
れ
た
。

丹
霞
地
形
の
風
景
区
は
、
中
国
で

は
福
建
武
夷
山
、
広
東
丹
霞
山
と
、

こ
こ
広
西
八
角
寨
し
か
な
い
。
こ
の

中
で
は
八
角
寨
が
最
も
典
型
的
な
丹

霞
地
形
だ
。
山
頂
に
登
れ
ば
周
囲
の

山
々
や
廃
墟
と
な
っ
た
村
を
一
望
で

き
る
。

●
龍
勝
と
そ
の
周
辺

桂
林
か
ら
北
へ
９０
�
の
龍
勝
は
、

チ
ワ
ン
族
、
ト
ン
族
、
ヤ
オ
族
な
ど

多
く
の
少
数
民
族
が
暮
ら
す
町
だ
。

チ
ワ
ン
族
が
山
の
斜
面
に
作
っ
た

大
規
模
な
龍
脊
棚
田
が
有
名
。
１
５

０
０
段
の
階
段
を
上
る
と
、
棚
田
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
観
賞
で
き

る
。
域
内
は
１
泊
で
き
る
旅
館
も
整

備
し
て
い
る
。

陽朔の劉三姐のひとコマ

遇龍河ではイカダで鵜飼いも

広々としたリビングルーム

高田の月亮山

桂
林
は
中
国
南
部
、
広
西
チ
ワ
ン

族
自
治
区
の
都
市
で
、
市
内
人
口
６０

万
人
。
陽
朔
な
ど
郊
外
の
１０
県
を
合

わ
せ
る
と
４
７
２
万
人
に
な
る
。
２

千
年
の
歴
史
を
持
つ
、
広
西
の
中
心

都
市
の
ひ
と
つ
。
日
本
と
は
熊
本
市

と
友
好
提
携
を
し
て
い
る
。
年
平
均

気
温
２０
度
と
、
穏
や
か
な
気
候
が
特

徴
。２２
の
少
数
民
族
が
暮
ら
し
、そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

漓
江
下
り
に
代
表
さ
れ
る
観
光
の

町
。
市
民
の
９
割
が
観
光
を
含
め
た

サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て
い
る
。
年

間
観
光
客
は
１
３
０
０
万
人
で
、
こ

の
う
ち
日
本
人
は
７
〜
１０
万
人
。

日
本
と
の
直
行
便
は
な
く
、
広
州

な
ど
で
の
乗
り
継
ぎ
と
な
る
。
日
本

と
広
州
と
の
間
は
中
国
南
方
航
空
な

ど
が
就
航
し
て
い
る
。

ヤ
オ
族
の
現
地
ガ
イ
ド
唐
さ
ん

独立したベッドルーム
資江の船下り

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
。右
端
の
男
性（
河

崎
健
三
・
副
総
経
理
）の
胸
元
は
名
前

と
と
も
に
日
本
の
国
旗
を
表
示
。
日

本
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
と
一
目
で

分
か
る
。
左
端
は
料
理
長
の
李
さ
ん

２２の少数民族暮らす
市民の９割サービス業に従事

中国料理レストラン。朝
はバイキング会場に 八角寨の景観客室にはキッチンも完備
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Tel.＋８６－７７３－３１１１５５５ Fax.＋８６－７７３－３１１１７５５ Email : info@guilin-fp.cn

日本での問い合わせ先＝株式会社フォーチュンパシフィック・クリエイト
〒１０１－００５４ 東京都千代田区神田錦町３－１９廣瀬第２ビル
Tel.０３－５２１７－０６２３ Fax.０３－５２８１－２９３８ www.fortunehotels.net 天ぷらやそばなど日本料

理にも自信がある
おしゃれなカフェバーで
はドリンクが１杯１０元

http://www.fortunehotels.net/

